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1　ノロとは
　ノロとは沖縄及び奄美諸島の女性祭司を指す。1477（文明9）年に即位した第二尚王統第三代尚
真王の時代に中央集権制が確立されると、尚真王は按
あ じ
司（豪族）の姉妹として各地域の宗教的主
権者であったノロを王府の体制下に組み入れることによって支配体制をより強固なものにしよう
とした。この按司とノロの関係は、女性が兄弟を霊的に守護する現人神であるというオナリ神信
仰に起因する。そこで王の姉妹が聞得大君としてノロの頂点に立ち、神女組織が確立したといわ
れている
1
。
2　ノロ関係文書の概要
2.1　ノロ辞令書
　今回は奄美諸島に限定して文書紹介を行うこととする。
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第1図　龍郷町秋名のアラセツ（ノロ祭祀）2001年撮影 第2図　龍郷町秋名のアラセツ（ノロ祭祀）2001年撮影
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　ノロの存在を示す最も古い琉球王国の文書はノロ辞令書である
2
。首里王府からノロ辞令書を
与えられた者は、公儀ノロとして琉球王府の統治に協力する女官となった。
　現在確認されている奄美諸島のノロ辞令書は、喜界島に1枚、奄美大島に4枚、徳之島に1枚
あり、沖永良部島と与論島では発見されていない。この中で最も古いノロ辞令書は、喜界島阿伝
集落のノロ辞令書である。この辞令書は昭和の初期に阿伝集落の勇家（現・山野家）から民俗研究
家の岩倉市郎によって発見され、伊波普猷によってノロ辞令書であると確認された。現物は太平
洋戦争の戦火によって消失したが、その内容は『伊波普猷選集』（上巻）に収録されている
3
。
　奄美諸島のノロ辞令書に関
して記述している江戸時代の
文献に、1850（嘉永3）年から
1855（安政2）年まで奄美大島
の名瀬間切に流人として滞在
した名
な ご や さ げ ん た
越左源太時敏の『南島
雑話』がある。そこには「寛
第1表　奄美諸島のノロ辞令書
年　代 種　類 数 所　蔵　場　所
1569（隆慶 3）年 東間切阿伝ノロ 1 『伊波普猷選集』
1583（萬暦11）年 焼内間切名柄ノロ 1 宇検村・吉久家所蔵
1587（萬暦15）年 名瀬間切大熊ノロ 1 名瀬市・大熊所蔵
1594（萬暦22）年 焼内間切屋鈍ノロ 1 宇検村・中央公民館所蔵
1600（萬暦28）年 西目間切手々ノロ 1 大阪・深見家所蔵
1602（萬暦30）年 瀬戸内西間切古志ノロ 1 親ノロとともに埋葬*
*瀬戸内町立郷土館学芸員の御教示による
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永元年此年改元、法令之帖に、冠簪衣服階品を本琉球に受くる事を禁制す、此時より能呂久米
年々印紙を本琉球官寮に請ることを止らる故に、寛永十九年迄之免官印を傳て、今其三四枚を
蔵
（ママ）
め傅る、大熊村安加那納置書付なり」
4
とあり、薩摩藩が1624（寛永元）年に法令によって大島
諸島の諸役人やノロクメ
5
に対し琉球から位階を受けることを禁じた事、そして1641（寛永19）年
までの辞令書3、4枚を大熊村の安加那が保管していた事が書かれている。また「享保以前は能
呂久米一世一代一度ヅツ本琉球にいたり國主に御目見あり、免許の御印を頂戴して在所に帰る」
6
とあり、1624（寛永元）年に禁じられながらも、1641（寛永19）年どころか享保（1716~1735）以前まで、
ノロクメが一生に一度琉球へ赴き、国王に会って辞令書を頂いて地元に戻ったということを記述
している。このことから薩摩藩のこの禁令がどこまで実効性を伴うものであったかが疑問になる。
この時名越は『南島雑話』にノロ辞令書を筆写しており、その辞令書は以下のものである。
＜翻刻文＞　　　　　　　　　　　　　　＜口語訳＞
志よ里の御ミ事　　　　　　　　　　　　首里の御詔
なせまき里りの　　　　　　　　　　　　名瀬間切の　　　　　
たいくまのろハ　　　　　　　　　　　　大熊ノロは
もとののろのめい　　　　　　　　　　　　　元のノロのめい
一人まくもに　　　　　　　　　　　　　一人まくもに
たまわり申候　　　　　　　　　　　　　賜り申し上げる　
志よ里よりまくもか方へまいる　　　　　首里よりまくもの方へ下さる
萬暦十五年十月四日　　　　　　　　　　萬暦15（1587）年10月4日
　ノロ辞令書には「首里之印」がおされ、それぞれのノロが管轄した地域及びノロが誰に継承さ
れたか（奄美諸島の場合はめいが3点、妹が2点、娘が1点）が書かれている。
　また公儀ノロにはノロ辞令書が渡された時に「曲玉・水晶珠の頸珠、絵がき御羽及び神衣裳、
金あるいは銀のかんざし、鳳凰扇、玉の草履など」
7
も与えられたといわれている。
第3図　大熊ノロの辞
令書（出典『改訂名瀬
市誌3民俗編』P.211よ
り転写）
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2.2　藩政期の代官記及びその関係史料
　藩政期の代官記及びその関係史料を収録したものに以下の文献がある。
Ⅰ　野見山温『道之島代官記集成』福岡大学研究所資料叢書第1冊　福岡大学研究所　1969年
　＜収録史料＞
　1　奄美大島
①『大島代官記』（鹿児島県立図書館所蔵）
②『大島代官記書抜』（名瀬市史編纂委員会所蔵　山下文武氏写本）
③『大島私考』（鹿児島県立図書館所蔵）
④『大島代官記抄全』（東京大学史料編纂所所蔵）
⑤『大島喜界島代官記附大島與人役順續記』（永井龍一編、一誠社孔版、1932年刊・鹿児島県立大島高
校図書部孔版、1956年刊）
　2　喜界島
『喜界島代官記』（岩倉市郎編、アチックミューゼアム、1939年刊・鹿児島県立図書館所蔵）
　3　徳之島
①『徳之島面縄院家蔵前録帳』（鹿児島県立図書館所蔵）
②『前録帳』（鹿児島県大島郡徳之島町諸田　福田宮栄氏所蔵）
　4　沖永良部島・与論島
①『詰役系図・沖永良部島代官系図』（鹿児島県大島郡和泊町手々知名　町田實身氏所蔵）
②『代官記事録』（鹿児島県大島郡与論町朝戸　池上義次氏所蔵）
　＜内容＞（ノロ、ユタ
8
、トキ
9
に関するもの）
1623（元和  9）年　折目祭（ノロの祭）の日程の繰上げ
1704（宝永元）年　沖永良部島弁財天宮建立時のノロの祈祷の記録
1728（享保13）年　「女共」
10
の儀式の倹約令
第4図　サハリ（鉦）とハブロ玉（背にたらす装飾品）瀬
戸内町立郷土館蔵
第5図　ミカギ（ノロ扇）瀬戸内町立郷土館蔵
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1728（享保13）年　折目祭に関係無く稲の刈り取りを行うようにとの命令
1740（元文  5）年　疱瘡流行時のノロの祈祷の記録
1820（文政13）年　トキへの扶持米の禁令
1850（嘉永  3）年　ユタ行為及びその依頼者に対する禁令
1855（安政  2）年　祭の際のノロへの扶持米と百石余りの諸費用の禁止
1855（安政  2）年　ノロ祭祀に米や雑穀を費す事に対する禁令
1855（安政  2）年　ユタ行為の行為者への遠島の申し付け
1855（安政  2）年　神木屋取り壊しの記録
1830（明治  3）年　高千穂神社建立とノロクメ廃止の記録
Ⅱ　藩法研究会代表者石井良助『藩法集　8　鹿児島藩　上』創文社　1969年
　＜収録史料＞
　『島津家列朝制度　巻之十四』（鹿児島県都城市　島津久厚氏所蔵）
　＜内容＞
1694（元禄7）年　ユタの病気治癒のための動物供犠と治療の礼の禁令
Ⅲ　改訂名瀬市誌編纂委員会『改訂名瀬市誌編纂委員会　資料集（三）大島喜界両島史料雑纂』
　　1996年
　＜収録史料＞
　永愛喜「明治四拾壱年九月中旬調査　喜界島史料　藩廳よりの布令諭達掟規約等」
　＜内容＞
1778（安永7）年　ノロ祭祀の経費削減、トキ行為の禁止、ユタのマブリヨセ
11
の禁止
2.3　深見家文書・堀田家文書
2.3.1　深見家文書
　深見家文書は徳之島町文化財に指定されており、徳之島の手々から大阪に転出した深見本家に
所蔵されている。これについて先田光演が「大島郡徳之島手々深見文書」
12
で17の文書の表書き
とほぼその半数の翻刻文を公にしている。その分類は以下の通りである。
文書  1　1600（萬暦28）年　ノロ辞令書
文書  2　1764（宝暦14）年　永代書物
文書  3　1819（文政2）年　口上覚留
文書  4　某戌9月16日　口上覚
文書  5　某丑8月17日　書物
文書  6　折目祭の費用に関する文書
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文書  7　1776（安永5）年　手々村神方居方究帳
文書  8　1779（安永8）年　乃るく目神かなし祝日記
文書  9　1786（天明6）年　乃るく目神かなし祝書入目日記
文書10　1810（文化7）年　のる久目神がな志御祝仕日記
文書11　1844（天保15）年　乃る久目神がなし御祝仕日記
文書12　某寅　のる久目新神立候付諸入目割合帳
文書13　のるくめ代合之節諸仕米留
文書14　某辰10月22日　請取
文書15　某巳9月20日　手々村野る久め礼方ニ而無出入相済候
文書16　某9月20日　預り
文書17　某辰10月22日　請取
　また宮城栄昌も「奄美大島のノロについて」
13
において文書1～ 5を掲載し、ノロ屋敷の継承
に関して論じている。その後、国際基督教大学の調査実習によって大阪の深見正彦家の所蔵が確
認され、文書１～ 7が『文化人類学調査実習報告書　第7輯』に掲載された。
　これらの中で全文が翻刻されている文書1～ 7の内容を以下に記す。
文書1：1600（萬暦28、慶長5）年のノロ辞令書
　1600（萬暦28、慶長5）年に、琉球王府から徳之島西目間切の手々のノロ職を前任者の子供である
「まなへたる」（人名）に与えることが書かれている。
文書2：1764（宝暦14）年のノロクメ屋敷の引渡しに関する文書
　徳之島西目間切手々村の主だった者たち（老人、村横目、年寄、掟）が連名の上、金庄衆に送ったも
のである。ノロクメ代替りの際にノロクメ屋敷を渡す件について何の差し障りも無いということ
を、後々の証拠として書いている。
文書3：1819（文政2）年の新任のノロクメの承認を三平に報告する文書
　手々村のノロの「さる」（人名）が年老いて病気となったため、掟神、立神、里主が話し合い、
「もつこせ」（人名）にノロクメ役を譲る件を三平へ申しあげている。
文書4：奉行衆へ下島の祝いをしなかった件を三平所に詫びる文書
　新任の役人の来島に際し、亀津へ出向くように「大さし」から命じられていたが、それをしな
かったことについて三平に詫びている。
文書5：ノロクメ屋敷の新築と葺替に関する文書
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　ノロが住む家を新築する際に、所中一家族につき一日加勢を出し、葺き替えの時には、一家族
から茅を六尺回しにしたものを二巻渡すことを確認している。
文書6：折目祭の費用に関する文書
　折目祭のノロクメと大神に送る諸費用が記載されている。その内訳は以下の通りである。
文書7：1776（安永5）年、1786（天明6）年、1797（寛政9）年の文書
　表紙には「安永五年十二月吉日　申ノ年手々村神方居方究帳　乃る加らめ樽代」とあるが、
1786（天明6）年、1797（寛政9）年の文書も含まれる。主な内容は以下の通りである。
・ノロクメへの扶持米の量や夫役に関する慣例
・神女の代替り
　①　ノロクメ代替わりの時には三平へ報告し、酒・重（食品を重箱に入れたもの）・米を三平
　　へ送ること
　②　大神や大せ戸の代替わりの時には、ノロクメの半分の諸品目を送ること
　③　きんはいの代替わりの時には、大神や大せ戸の半分の諸品目を送ること
・奉行や横目が下島する時に贈る祝いの品
・おかミ祝いの諸費用
・砂の祝いの諸費用
・折目（一年に5回）に送る祝い
第3表　折目祭の費用
ノロクメ 大神 大せ戸 ねりやせ戸
米 1升5合 1升5合 1升 1升
酒 3合 3合 2合 2合
・神木屋建設
・阿布木名森の祝いの準備
・ノロクメの新宅の葺き替えの夫役についての慣例（1家族につき1人）
・神木屋の新宅葺き替え
第2表　折目祭の費用
祭　名 ノロクメ 大　　神 合　　計
冬　折　目
　　宇盆　　　1升5合
　　祭盆田芋　1升5合
　　祭みき　　1升5合
　　引みき　　1斗5升
　　宇盆　　1升5合
　　祭盆　　7合5勺 14
　　引みき　5升
　　　宇盆　　　　5升2合5勺
　　　祭宇盆田芋　2升2合5勺 15
　　　祭みき　　　1升5合
　　　引みき　　　2斗
麦　穂　祭 　　宇盆　　　1升5合　　祭みき　　1升5合 　　宇盆　　1升5合
16 　　　宇盆　　　　3升
　　　みき　　　　1升5合
夏・秋折目祭 　　　　　　　　　　　　宇盆　　1升5合
17
　　　　　　　　　　　　みき　　4斗3升
稲　穂　祭
　　　　　　　　　　　　祭盆　　3升
　　　　　　　　　　　　祭みき　1升5合
　　　　　　　　　　　　祭盆　　2升2合5勺
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　以上簡略に内容をまとめてみた。次に具体的にどのような文書があり、そこからどのようなこ
とがわかるかについて一例をあげる。
＜翻刻文＞（文書4）
　　　　口　上　覚
当春新御奉行衆御下島被成候御祝儀ニ付而亀津江差越可申旨大さしヲ以被仰渡則差越申筈
御座候処ニ無差支申訳有之差越不申候、依之御科被仰付候趣御尤奉存候、右ニ付者幾重ニ
茂咎目御断不申上候而不叶儀御座候、何とそ御憐愍之上御免被仰付被下度偏奉頼候、若至
後日ニ大形之儀御座候者何様ニ茂御沙汰可被仰付候、以上
　　　戌九月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手々村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のろくめ
　　　三平
　　　　　大あむし
（うカ）
ゆら
18
　この文書は、新しい奉行衆の下島の祝いをしなかった件について、三平の「大あむしゆら」に
詫びるものである。ここで注目すべきは、代官所に対してではなく、ノロ組織の機関である三平
へ詫びている点である。宮城〔1965〕はこの三平を琉球王府の中央神女組織の三平所と述べてい
るが、後述する堀田家文書に「兼久の三平」という記述があり、徳之島の兼久集落に三平が置か
れていた可能性もある。現段階ではどちらとも判断しかねるため、この点については今後の課題
とする。
　琉球王府の三平であれば、薩摩藩の直轄地となった後も手々村のノロクメが琉球王府の中央
神女組織の命令を受けていたことになる。いずれにしてもノロクメが「大あむしゆら」や「大さ
す」の意向を受ける立場におり、薩摩藩統治下時代においても奄美諸島のノロが組織的なもので
あったといえる。
第6図　瀬戸内町阿多地のアシャゲ（祭小屋）、1999年撮影 第7図　瀬戸内町阿多地のトネヤ（祭小屋）、1999撮影
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　またこの文書により薩摩藩の役人とノロクメの公的な関係が示されており、このことは後述す
るように糖業生産開始以降のノロに対する「弾圧」史観に対する反論の根拠となるが、遺憾なが
ら書かれた年代が特定できない。
2.3.2　堀田家文書
　堀田家文書は鹿児島県大島郡徳之島町堀田家に所蔵されており、活字として公刊されたのは国
際基督教大学社会科学科人類学研究室『文化人類学調査実習報告書　第7輯』
19
が初めてである。
文書の表紙は以下の通りである。
文書1　1755（宝暦5）年　手々村のるくめ替合ニ付而所中江諸仕目割付日記
文書2　1795（寛政7）年　卯年手々村めたく里神定ニ付諸入め割合日記定
文書3　1807（文化4）年　卯年大神祝ニ付諸入米覚日記
文書4　1836（天保7）年　申歳三平所江大神請礼覚帳
　以下これらの文書の内容について簡潔にまとめる。
文書1：手々村のノロクメ代替り時の諸費用の所中への割付
文書2：1795（寛政7）年の金富子が神役となる時の諸費用の割当
文書3：1807（文化4）年の大神祝いの諸費用
文書4：1836（天保7）年の三平所へのお礼の品について
3　今後の課題
　従来の研究では、「薩摩藩のノロ及びユタへの弾圧は、黒糖専売制の推進にともない、強化さ
れていった」
20
事が定説とされている（山下〔1977〕、原口〔1982〕、『喜界町誌』〔2000〕等）。しかし代官所の
記録を再読し、深見家文書や堀田家文書にあらわれるノロ祭祀の諸費用や薩摩藩の役人との関係
を考察した場合、今まで「弾圧」の証拠として扱われてきた史料が農業政策や倹約令としての性
格を持ち、江戸時代においては必ずしも「弾圧」といえるものではなかったことが示唆される。
つまり薩摩藩はノロ祭祀に対して経費節減や祭の回数をへらすように命じたが、ノロそのものを
否定してはいなかった。この点がマブリヨセや病気治療のための動物供儀を禁じられたユタや占
断を禁止されたトキ、そしてキリスト教や一向宗に対する宗教政策と異なる点である。また沖縄
の政教分離を目的としたノロへの国家的宗教政策とも性格を一にするものではない。
　このことを検討するためにも、今後は宇検村の大原家文書をはじめとし、さらに文書調査を進
める予定である。
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注     
1 たとえば、宮城栄昌『沖縄のノロの研究』吉川弘文堂、1979年。
2 李氏朝鮮の文献では『李朝実録』の「世祖恵荘大王実録」の1461（世祖7）年の項や「明宗実
録」の1546（明宗元）年の項にノロと思われる記載がある。また中国の文献では1534（嘉靖
13）年に来琉した冊封正使陳侃の『使琉球録』等にノロに関する記述がある。
3 喜界町誌編纂委員会『喜界町誌』喜界町、2000年、P.149。
4 名越左源太時敏『南島雑話』永井龍一、白塔社、1933年（国立国会図書館古典籍資料室蔵）。
5 聞得大君―三平アムシラレ―ノロクメ―大神―せ戸等（「深見家文書」他）というようにノロ
組織には階層があった。ノロクメは地方レベルのノロの中での頭である。
6 名越左源太時敏「南島雑話」『南島民俗文化史料』沖縄郷土文化研究会編、南島文化出版社、
1975年、P.125。
7 宮城栄昌『沖縄のノロの研究』吉川弘文堂、1979年、P.218。
8 個人的依頼を引き受ける巫女。
9 時や方角の吉凶を占う者。
10 「女共」を山下〔1977〕はノロと解釈しているが、『喜界町誌』〔2000〕ではユタと考えている。
11 死者の声を聞く儀式。
12 先田光演「大島郡徳之島手々深見文書」『民俗研究』2号、鹿児島民俗学会、1965年。
13 宮城栄昌「奄美大島のノロについて」『日本民俗学会報』40号、日本民俗学会、1965年。
14 先田：7合5勺、小川：7合9勺。
15 冬折目の宇盆の合計（5升2合5勺）が宇盆（ノロクメへの1升5合と大神への1升5合）＋祭
盆田芋（1升5合）＋祭盆（7合5勺）の合計となり、祭宇盆田芋の合計（2升2合5勺）が祭盆
田芋（1升5合）＋祭盆（7合5勺）の合計となり、祭宇盆田芋の合計が重複している。
16 先田：1升5合、小川：1升2合。
17 先田：1斗5合、小川：1升5合。
18 大森元吉、喜山朝彦、深澤秀夫編『文化人類学調査実習報告書　第7輯』国際基督教大学社会
科学科、1989年、P.265。
19 小川徹「文書資料編　深見家文書」大森元吉、喜山朝彦、深澤秀夫『文化人類学調査実習報
告書　第7輯』国際基督教大学社会科学科人類学研究室、1989年。
20 山下欣一『奄美のシャーマニズム』弘文堂、1977年、P.43。また原口虎雄は「安永6年（1777）
の第一次黒糖専売制度は、決定的に島民経済を貧富の両極へ分解させ、あまたの
つぶ
“潰れ村”
と
やんちゅ
“家人”を発生させた。このとき藩は、およそ生産上の妨害になるいっさいの古代的家族
社会の風習―たとえばノロ（巫女）やユタ（口寄せ）―を徹底的に破壊して社会を一変させ、
全島を黍作と黒糖生産の官営農場のようにかえ、全余剰の収奪をはかったのである」と述べ
ている（『鹿児島県の歴史』山川出版社、1982年、P.196）。
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